
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎｏ.１３６ 

 

発行 新潟市立白根図書館 
 新潟市南区田中３８３ 電話 （０２５）３７２－５５１０  

平成２３年９月発行  ～Since 2000 ～ 

 

 日   時 内  容 

第1回 10月22日(土) 午後1:30～3:30 講義 読み聞かせの基礎、絵本の選び方など 

第２回 11月５日（土) 午後1:30～3:30 絵本の読み聞かせ実習 

第３回 11月12日(土) 午前10：00～11:30 読み聞かせグループとの交流会 

 

読み聞かせを通して、子どもたちに絵本の楽しさを伝えましょう！ 
 

◆ 対  象：南区内のボランティア活動が可能で、3 回とも参加できる方 

◆ 募集人数：１５名   ◆ 参加費：無料   ◆ 会場：白根学習館 2 階ﾙｰﾑ 1 

◆ 申 込 先：白根図書館 電話 025-372-5510・FAX025-372-5540 

図書館カウンターで直接申し込まれても OK です。 

9/4 から受け付けております。 

            

受講後は図書館ボランティアとして読み聞かせの活動にご参加ください。 

 

４月から始まったブックスタート、南区では８月までに１４２人の赤ちゃ

んへ絵本をプレゼントしました。会場ではボランティアさんが絵本を読ん

でくださり、保護者の方も赤ちゃんと一緒に楽しんでおられます。 

プレゼントの絵本で、おうちでも赤ちゃんと楽しいひとときをすごして 

いただければ、と思います。 

 

＊これまでにご案内をお送りした方で、まだブックスタートを受けて 

いらっしゃらない方は、白根図書館へお問い合わせください。 

白根図書館 
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★
★ 

参
加
者
の
感
想
か
ら 

★
★ 

○
読
書
が
好
き
で
、
よ
く
図
書
館
を
利
用
し
ま
す
。
中

央
、
豊
栄
、
西
川
、
も
ち
ろ
ん
白
根
も
。
し
か
し
、

読
書
会
な
ん
か
が
あ
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
も

の
で
。
知
っ
て
い
れ
ば
と
っ
く
に
参
加
し
て
い
ま
す

よ
。 

○
開
高
健
で
す
が
、
読
ん
だ
こ
と
あ
り
ま
す
か
。 

○
な
か
っ
た
で
す
。
名
前
は
知
っ
て
い
ま
す
が
。 

○
私
は
登
山
と
か
昆
虫
採
集
と
か
し
て
い
る
も
の
で
、

奥
只
見
・
銀
山
平
周
辺
に
も
足
を
延
ば
し
ま
す
。
そ

の
銀
山
平
に
開
高
健
が
よ
く
来
て
い
て
、
あ
の
「
フ

イ
ッ
シ
ュ
・
オ
ン
」
の
世
界
が
こ
こ
だ
っ
た
の
か
と
。

そ
れ
と
、
何
と
言
っ
て
も
開
高
ら
が
作
っ
た
某
洋
酒

メ
ー
カ
ー
の
Ｃ
Ｍ
と
か
広
告
、
子
ど
も
心
に
も
い
い

な
～
、
う
ま
い
な
～
と
思
っ
た
も
の
で
す
。 

○
「
パ
ニ
ッ
ク
」
を
読
ん
で
き
た
ん
で
す
が
、
読
み
易

く
て
面
白
か
っ
た
で
す
。
こ
の
辺
の
作
家
さ
ん
の
も

の
は
も
っ
と
読
ま
れ
て
い
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。
決
し
て
古
く
な
い
で
す
。 

○
人
間
た
ち
の
舞
台
は
県
庁
と
い
う
巨
大
組
織
、
そ
こ

に
業
者
・
政
治
家
も
絡
み
合
う
。
も
う
一
方
の
主
人

公
で
あ
る
ネ
ズ
ミ
達
は
そ
れ
自
身
自
然
な
る
も
の
、

何
か
現
在
の
原
発
事
故
が
思
い
浮
か
ん
で
し
ま
う

ん
で
す
。 

○
「
ペ
ス
ト
」
い
や
、
「
ハ
ー
メ
ル
ン
の
笛
使
い
」
の

こ
と
な
ん
か
も
妙
に
思
い
浮
か
べ
る
ん
で
す
よ
。 

○
「
裸
の
王
様
」
を
読
ん
で
き
ま
し
た
。
確
か
に
思
っ

た
よ
り
読
み
易
か
っ
た
で
す
。
商
売
の
こ
と
し
か
頭

に
な
い
よ
う
な
父
親
、
先
妻
の
子
ど
も
太
郎
に
と
っ

て
良
い
母
親
と
な
ろ
う
と
努
め
る
若
妻
、
な
か
な
か
自

分
を
出
せ
な
い
太
郎
、
そ
し
て
世
渡
り
上
手
な
友
人
と

対
照
的
な
主
人
公
と
…
、
こ
れ
も
ま
た
現
在
に
通
じ
ま

す
ね
。「
パ
ニ
ッ
ク
」
も
読
ん
で
み
た
く
な
り
ま
し
た
。 

○
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
の
「
裸
の
王
様
」
と
く
れ
ば
、
や

は
り
頭
に
王
冠
の
キ
ン
グ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、

太
郎
は
ち
ょ
ん
ま
げ
頭
に
ふ
ん
ど
し
と
い
う
王
様
、
殿

様
を
描
い
た
。
そ
の
辺
の
発
想
は
ど
ん
な
も
ん
な
の
で

し
ょ
う
か
ね
。 

○
さ
す
が
に
洋
酒
メ
ー
カ
ー
の
方
で
、
作
品
の
所
々
に

「
ハ
イ
ボ
ー
ル
」
と
か
お
酒
の
名
前
等
が
出
て
き
ま
す
。

関
西
人
？
商
売
に
は
抜
け
目
な
い
で
す
ね
。 

○
年
譜
を
み
る
と
（
会
場
に
年
譜
を
掲
示
）
、
昭
和

３２
年

に
「
パ
ニ
ッ
ク
」
、
そ
し
て
翌
年
の
芥
川
賞
作
品
と
な

る
「
裸
の
王
様
」
を
も
書
き
上
げ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

何
か
一
気
に
燃
焼
し
…
、
小
説
に
関
し
て
は
燃
え
尽
き

た
？ 

○
そ
の
時
の
芥
川
賞
の
対
抗
が
大
江
健
三
郎
の
「
死
者
の

奢
り
」
、
そ
の
大
江
は
翌
年
「
飼
育
」
で
同
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
ね
。
前
後
に
遠
藤
周
作
、
石
原
慎
太
郎
、

北
杜
夫
と
か
、
も
の
す
ご
い
時
代
で
す
ね
。 

○
「
裸
の
王
様
」
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
挿
絵
コ
ン
ク
ー

ル
、
何
か
そ
の
芥
川
賞
と
か
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

と
か
を
皮
肉
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
し
ま
せ
ん
？ 

○
開
高
は
こ
の
後
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
も
の
に
も
取
組
み
、

特
派
員
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
へ
も
行
き
、
死
を
も
覚
悟
せ

ざ
る
を
得
な
い
事
態
に
も
陥
っ
て
い
ま
す
。
何
か
そ
の

後
、
釣
り
に
熱
中
す
る
の
も
分
か
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。 

○
あ
な
た
も
釣
り
で
は
な
く
、
昆
虫
採
集
し
て
い
ま
す
よ 

 
 

ね
。
（
そ
の
後
、
し
ば
ら
く
昆
虫
談
義
） 

○
楽
し
か
っ
た
で
す
。
読
書
会
い
い
で
す
ね
。
ぜ
ひ
次
回 

 
 

も
来
て
み
た
い
で
す
。 

（
石
口
） 

  

 

読
書
会
は
、
み
ん
な
で
同
じ
本
を
読
ん
で
、
思
っ
た
こ
と
を
お
し
ゃ
べ
り
す
る
楽
し
い
集
ま
り
で
す
。 

【
参
加
者
】
２
名 
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９月１８日（日）１４：００～ 

開
高 

健 

著 
 
 

（
新
潮
文
庫
） 

『闇彦』 阿刀田 高 著 新潮社 

 

短短編編のの名名手手、、阿阿刀刀田田高高にによよるる２２００１１００年年刊刊行行小小説説。。  

幼幼いいこころろよよりり、、「「私私」」のの傍傍ららにに感感じじらられれるる  

謎謎のの存存在在「「闇闇彦彦」」。。  

様様々々なな出出会会いいとと突突然然のの別別れれ、、自自身身ののスストトーーリリーーへへのの深深いい愛愛着着、、  

神神話話にに現現れれるる「「見見返返りり」」ののテテーーママ、、  

そそれれららをを通通じじてて、、「「闇闇彦彦」」のの核核心心へへとと迫迫りりまますす。。  

作作者者がが少少年年期期をを過過ごごししたた新新潟潟のの描描写写もも豊豊富富でですす。。  

プレイルーム 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

         

 

 

  

      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月１９日は敬老の日。みなさんのまわりにもご年配の方がいらっしゃるはず・・・。 

 

 

 

 

  

 

気持ちがちょっと変わるだけでこんなにも楽しい。はなのにおい、とびはねたり、さかなつりがおもしろい。 

歳を重ね知恵がついても子ども心を忘れちゃもったいない。近年は心身ともに若くて、おじいさん、おば

あさんとお呼びするには似合わない方がとても多いですね。きっと楽しむ心を忘れずに日々の暮らしをさ

れていらっしゃるからだと思います。 図書館で、より一層楽しく暮らせるヒントをみつけてみませんか。 

図書館では、年代に関わらずおすすめの本を紹介しています。 

 

どんな風に過ごされますか。食事会、旅行、大勢でにぎやかになど、その過ごし方はさまざまですね。 

そんな楽しいひとときに加えていただきたい本があります。 

とても素敵なかわいい９９才のおばあさんのおはなしです。 

 

8 月 6 日(土)、 夏恒例 「こわ～い

おはなし大会」をボランティアグ

ループ「おはなしかご」のみなさん

と開催しました。 

小さいお子さん向けに絵本「ろくろ

っくび」の読み聞かせや、参加者の

肝を冷やす「金の腕」「白い家のおじ

いさん」のおはなしなど、プログラ

ムを変えて 4 回実施、参加者はのべ

６６人でした。  

存分に怖がっていただけたと思い

ます。 

おばあさんだからといろいろ遠慮していたけれど、ある時、５才になってしまったら・・・。 

 

特に読んでみたい本がなくてもふらりと立ち寄ってみるのも楽しいですよ。 

ご家族で図書館へおでかけください。                         （大野） 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

コース 学校 停車時間 巡回日 

月 A 庄瀬小学校 12:55～13:25 9/12  9/26    

火 A 大通小学校 13:00～13:30 9/13  9/27 

水 A 臼井小学校 13:00～13:30 9/14  9/28 

木 A 
新飯田小学校 10:10～10:35 9/15  9/29 

味方小学校 12:55～13:35 9/15  9/29 

月 B 根岸小学校 児童限定 9/5  -/- 10/3 

火 B 
小林小学校 児童限定 9/6 9/20 10/4 

白根小学校 13:10～13:30 9/6 9/20 10/4 

木 B 
茨曽根小学校 10:15～10:35 9/8  9/22 

大鷲小学校 児童限定 9/8  9/22 

★10 月5 日までの予定を載せています。 

★-/- は運休です。 

９月 のブックバス 10/５までの行事 

ドロシー・マリノ 作・絵 

こみやゆう 訳 

徳間書店 

 

 

絵本のよみかたり 14:10～ 

ｽﾄｰﾘｰﾃﾘﾝｸﾞ    14:30～ 

おはなしのじかん 

     毎週土曜日 

市立図書館は、節電対策として一部午後５時に繰上げ閉館して 

おりましたが、 9 月 10 日以降は通常の閉館時間となります。 

ご不便をおかけしましたが、ご協力ありがとうございました。 

今後も、照明や冷暖房などの面で節電につとめてまいりますの

で、引き続きご理解とご協力をお願いいたします。 

＊白根図書館の開館時間は次の通りです。ご利用ください。  

月～木、土 午前１０時～午後７時 

     日、祝日  午前１０時～午後５時 

休館日：毎週金曜日、毎月第１水曜日、年末年始、蔵書点検期間 

８月の来館者数……… 20,193 人    

 
 

読書会(プﾚｲﾙｰﾑ)14:00～ 

９月１８日（日） 
 
 
雑誌リサイクル 10:00～ 

９月２５日（日） 

■ 展 示 期 間   9 / ８→1 0/４  

 

 
 

9/10 (ﾙｰﾑ１) 10:00～ 

9/24 (ﾙｰﾑ１) 10:00～ 

おはなしかご例会 

(読み聞かせﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ) 

 第 2･4 土曜日 

夏休みも終わり、みなさん学校や幼稚園、保育園での生活に戻りましたね。 

さて、みんなが学校や、幼稚園に行っているとき、おかあさんは、なにをして 

いるのでしょうか? 

｢ジョセフが、ようちえんでえをかいているとき、 

ジョセフのおかあさんは、だいどころのとだなにペンキをぬっています。」   

「ボビーが、おみせやさんごっこをしているとき、 

ボビーのおかあさんは、おみせのレジではたらいています。」 

見開きの左ページにこども、右ページにその子のおかあさんが描かれ、子ど 

もの知らない、日中の働くおかあさんたちの様子を楽しく紹介しています。 

ぜひみなさんも、おかあさんに、「今日、なにしてた？」って聞いてみてください。 

 

「くんちゃん」シリーズの作家ドロシー・マリノが母と子のつながりを、 

日常を通してほのぼのと描く、やさしさにあふれた絵本です。 （齋藤） 

 
 

秋の夜長、冴える月…。 月あかりの中では、あり

ふれたものが、いつもと違って見えます。 

“月夜の晩に、 ボタンが一つ/  波打際に、落

ちてゐた。  ” 中原中也の詩「月夜の浜辺」も

思い浮かびます。 

月は、古くから人々 の生活に深く関わってきまし

た。 小説や絵本、写真集…いろいろな月の本

をご覧になり、様々に思いを馳せてください。 

 

ブｯｸｽﾀｰﾄ(南区) 

１歳誕生歯科健診会場 

10 月５日（水） 
(図書館はお休みです) 




